






























































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 45 号（2019 年 3 月 15 日）
４．「ディスカッション」の意味
　「同じ講義を受けていても，人によって違う
意見や捉え方があることがわかった」
　「ディスカッションにより新しい視点で講義
資料を見直すことができた」
　「自分はこれから社会福祉施設の体験に行く
が，すでに体験に行った人の話を聞いて，不安
が軽減された。授業で習ったとおりのこともそ
うでないこともあったが両方を含めてよい体験
だったという話があり，自分も終了後にそう話
せるようになりたい」
　上記の記述からは，ディスカッションによる
振り返りは講義内容を改めて確認するだけでな
く，内容をより多面的にとらえ直す機会になっ
ていることが示されている。また，ディスカッ
ションでのやりとりは，レポートに記述するよ
り具体的な経験知に基づく内容が多く，とくに
知識・定説通りでない経験を伝え合うことが理
解の共有を助けるものと思われる。
考察
　以上，ディスカッションによる介護等体験振
り返りの学びについて整理してきた。
　福伊（2018）は，介護等体験における体験と
学びの構造について，３次元モデルを提案して
いる。まず第１次元「学びの領域」として介護
等体験特例法が示す介護等体験の目的を踏まえ
７つの基準からなる３点を挙げている。
　①　人間観の構築
基準１：人間一人ひとりの存在，あり方，
およびその多様性を理解し，尊重できる
　②　社会連帯への気づきと職業観の構築
基準５：インクルーシブ教育や，そのリ
ソースについて理解している
基準６：共生社会という社会のあり方に
ついて理解している
　③　支援するものとしての自己構築
基準２：カウンセリングマインドをもっ
て人と関わることができる
基準３：子どもたちの多様な教育的ニー
ズについて理解することができる
基準４：多様なニーズに対して適切な支
援を考えることができる
基準７：子どもたちがそれぞれを尊重し
あい，生かしあえるように工夫できる
　第２次元では「体験の内容」を，①事前学習
による構えづくりや講話，疑似体験，②見学・
観察・環境整備等の業務補助，③交流（話し相
手・散歩の付き添い等），④介護・介助の４段
階のレベルに分類している。
　さらに第３次元では「支援資質の深まり」と
して，①様々な人と出会う，②人への感受性を
磨く，③その場その人にふさわしいコンテキス
トに根差した支援を試みるといった段階を経る
ことを示している。
　今回整理された学びをモデルにあてはめてみ
ると，第１次元：「学びの領域」においては，
３つの領域のうち③支援する者としての自己構
築に関わる記述が多い。とくに基準２，３，４に
あるような，個性，多様性への理解およびそれ
を踏まえた支援についての学びがディスカッ
ションにより深められていると考えられる。ま
た，第２次元：「体験の内容」は，４段階のう
ち３段階すなわち事前学習，業務補助，交流ま
でが主であり，介護・介助を直接行うことは多
くはない。しかし，第３次元：「支援資質の深
まり」においては，①出会い，②感受性，③コ
ンテキストに根ざした支援へと，支援資質が深
まっていることが読み取れる。
　すなわち，今回の整理を福伊（2018）のモデ
ルにあてはめると，体験内容としては実際の介
護を行うなどの体験レベルは深くなくとも，
ディスカッションを含めた振り返りを丁寧に行
うことにより，特に支援者としての自己構築に
おいて支援資質を深化させる可能性が示唆され
ている。教員の資質の基本となる人間理解やコ
ミュニケーション能力の育成において，介護等
体験および事後指導におけるディスカッション
─ 265 ─
介護等体験からの「学び」
による振り返りの意義は大きいと考えられる。
一般化には慎重にならなくてはいけないが，今
回の知見を今後さらに確認をするとともに，今
回あまり触れられなかった，モデルのうち①人
間観の構築や②社会連帯への気づきと職業観の
構築についての学びについても検討することを
課題としたい。
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